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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はDNA損傷チェックポイントの必須構成要素をコードしています。コードされているタンパク質は、複製タンパク質Aで覆われた一本鎖DNAに結合します。また、このタンパク質は毛細血管拡張性運動失調症およびRad3関連タンパク質キナーゼと相互作用し、DNA損傷によって誘発される核内病巣への蓄積を引き起こします。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2012年8月],注意：このタンパク質の遺伝子はTREX1の遺伝子と同一または隣接しています。ATRIPをコードするmRNAの中には、別の読み枠でTREX1もコードしているものがあります。,ドメイン：EEXXXDDLモチーフは、触媒サブユニットPRKDCとの相互作用、およびDNA損傷部位へのPRKDCのリクルートメントに必要です。,機能：DNA損傷後のチェックポイントシグナル伝達に必要です。 ATRの発現に必要であり、おそらくタンパク質の安定化に関与する。,PTM:ATRによってリン酸化される。,配列注意:N末端側が延長された翻訳。,類似性:ATRIPファミリーに属する。,細胞内局在:DNA損傷時に核内の特定のフォーカスに再分布する。,サブユニット:ATRとのヘテロ二量体。ヘテロ二量体はRPA複合体に結合し、その後一本鎖DNAにリクルートされる。CEP164とN末端を介して相互作用する。,組織特異性:普遍的。,
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	-
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	ATRIP抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ATRIP抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ATRIP抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ATRIP ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	ATRIP ポリクローナル抗体を使用した 3T3 細胞のウエスタン ブロット分析。

